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令
和
六
年
度

「
浄
恩
寺
報
恩
講
法
要
」

十
一
月
二
十
三
日
（
土
）
十
時

勤
労
感
謝
の
日

今
年
も
、
午
前
の
み
の
法
要
を
お
勤
め
し
ま
す
。

午
前
十
時
か
ら
お
勤
め
開
始
、

十
時
四
十
分
法
話
「
荒
山

優
」

十
二
時
終
了

永
代
経
同
様
、
納
骨
堂
よ
り
、
お
骨
を
本
堂
に
安
置
し
て
、

先
人
と
共
に
聴
聞
す
る
法
会
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
山
東
本
願
寺
御
正
忌
報
恩
講

毎
年
、
本
山
で
は
、
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

八
日
ま
で
、
決
ま
っ
た
お
勤
め
が
な
さ
れ
ま
す
。

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
祥
月
命
日
の
法
要
で
す
。

上
記
写
真
の
「
御
影
堂
」

は
、
そ
の
中
央
に
は
親
鸞
の

木
彫
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

倶
に
聞
法
し
、
学
び
、
人
生

を
考
え
る
道
場
と
し
て
た
く

さ
ん
の
人
々
が
集
え
る
場
所

で
す
。

十
一
月
二
十
一
日

初
逮
夜
十
四
時
開
始

こ
の
法
要
か
ら
一
連
の
お
勤

め
が
始
ま
り
ま
す
。

初
日
の
緊
張
し
た
空
気
を
破
る
龍
笛
「
乱
声
」

が
響
き
ま
す
。
そ
し
て
、
末
寺
で
は
読
む
こ
と
な

い
「
正
信
偈
」
一
時
間
三
十
分
ほ
ど
か
け
て
お
勤

め
し
ま
す
。

翌
日
の
曲
目
練
習
が
終

わ
る
と
夕
暮
れ
、
入
浴
し
、

二
十
二
時
の
門
限
に
間

に
合
う
よ
う
に
夕
食
に

出
か
け
ま
す
。
翌
朝
は
、

長
い
廊
下
を
渡
り
、
朝

食
と
い
た
だ
き
ま
す
。
昼
食
も
同
じ
場
所
で
す
。

こ
の
廊
下
の
往
復
は
い
い
運
動
で
す
。

法
要
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
最
高
潮
に
達
す
る
の
二
十
八

日
御
満
座
で
す
。
静
寂
厳
粛
を
打
ち
破
る
声
が
発
せ
ら
れ
ま

す
。

「
坂
東
曲
ば
ん
ど
う
ぶ
し
」
（
親
鸞
が
越

後
へ
流
罪
に
な
る
際
、
荒
海
に
に
揺
れ
る

船
の
中
で
一
心

に
念
仏
を
唱
え

た
と
い
う
説
が

あ
る
）

何
十
人
も
の

僧
侶
が
体
を
揺

ら
し
て
念
仏
を

唱
え
ま
す
。

坂
東
曲
が
始
ま
る
と
テ
レ
ビ
局
の
撮
影

ラ
イ
ト
、
新
聞
記
者
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
一

斉
に
焚
か
れ
ま
す
。
京
都
の
冬
の
訪
れ
と

し
て
毎
年
恒
例
の
報
道
に
な
っ
て
い
ま

す
。Y

o
u
T
u
b
e

で
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

銀
杏
の
葉
も
黄
金
色
に
輝
き
、
法
要
に

花
を
添
え
ま
す
。
こ
の
日
を
境
に
、
木
枯

ら
し
も
吹
き
始
め
ま
す
。

「
浄
恩
寺
御
正
忌
報
恩
講
法
要
」
準
備

①
仏
具
の
お
磨
き

②
す
す
払
い
清
掃

③
仏
具
の
飾
り

④
花
立
て

計
画
的
に
、
徐
々
に

準
備
を
進
め
ま
す
。

「
９
月
の
ふ
く
＆
た
ら
」

９
月
も
暑
く
て
、
朝
５
時
台
、
夕
方
五
時
過
ぎ
に
し
か
、

散
歩
に
行
け
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
酷
暑
の
日
々
も
、

終
わ
り
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
散
歩
し
た
い
で
す
。




